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Ⅰ 令和３年度決算の状況 

１ 新しい時代の学校園教育の推進 

事 業 内 容 （◎新規事業 ○拡充事業） 
決 算 額 

（単位：千円） 

① ○ＧＩＧＡスクール構想に対応したＩＣＴ環境の整備

子供たちの自主的な学びを促進するとともに、多様でより深い学びにつなげて

いくため、１人１台の端末をはじめとしたＩＣＴ機器を活用し、効果的な学習活

動を推進した。 

・全小中学校・特別支援学校（小学部、中学部）において児童生徒１人１台の

学習用パソコンを授業や家庭学習等で活用

・中学校 40 校・高等学校・工業高等専門学校の普通教室に電子黒板機能付プ

ロジェクター等を整備（小学校、中学校 42 校、特別支援学校は令和２年度

までに整備済） 

・学校園にＧＩＧＡスクール支援員を配置し、

ＩＣＴ機器の効果的な活用を支援

・高等学校におけるＧＩＧＡスクール構想の

推進のため、低所得世帯の生徒に端末を貸与

・教員用のデジタル教科書（小学校５教科、

中学校５教科）を全小中学校・特別支援学校

に導入

・幼稚園の遊戯室等に無線ＬＡＮや電子黒板等

を整備

② ◎小学校における 35 人学級編制の段階的実施

少人数によるきめ細かな指導体制を構築するため、国の制度変更に合わせて、

小学校２年生から６年生の学級編制基準を 35 人に、段階的に引き下げる。（令

和３年度～令和７年度） 

＜小学校における学級編制基準＞ 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

令和２年度 35 人 40 人※ 40 人※ 40 人※ 40 人 40 人 

令和３年度 35 人 35 人 40 人※ 40 人※ 40 人 40 人 

令和４年度 35 人 35 人 35 人 40 人※ 40 人 40 人 

※選択制による 35 人学級編制を実施

③ 〇英語教育の推進

ネイティブスピーカーとの生きたコミュニケーションをはかる機会を拡大す

ることにより、児童生徒の英語力向上および国際理解を深めるため、全小中・高

等学校に外国人英語指導助手（ＡＬＴ）を配置した。 

・令和３年度：外国人英語指導助手（ＡＬＴ）155 名（全小中・高等学校）

④ ◎「スタンフォード大学」との連携によるグローバル人材の育成

世界で活躍できるグローバル人材を育成するため、米国スタンフォード大学と

連携し、同大学が提供するオンライン教育プログラムを市立高等学校などの生徒

向けにカスタマイズした「Stanford e-Kobe Program」を実施した。 

2,561,948 

― 

697,075 

4,393 

1



 
 

⑤ 学ぶ力・生きる力向上支援員の配置 
児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行うため、放課後学習や同室

複数指導、少人数指導などを行う「学ぶ力・生きる力向上支援員」を引き続き

全小中学校に配置した。 
⑥ ○学校司書の配置 

調べ学習等での学校図書館の利活用を進め、児童生徒の豊かな心と読解力や思

考力、表現力などの学力を育むため、小中学校に学校司書を配置し、学校図書館

の環境整備を進めた。 

・令和３年度：小中学校 171 校 

⑦ 体力向上に向けた取り組みの推進 

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果や専門家の意見等を踏まえ、

民間事業者との連携も図りながら、体育授業の改善や運動機会の確保など、児童

生徒の体力向上に向けた取組を推進した。 

⑧ ○学校園における感染症対策 

学校園において、感染症対策を徹底しながら教育活動を円滑に継続していくた

め、消毒液などの必要な保健衛生用品の購入等を行った。 

506,305 

 

 

 

322,068 

 

 

 

 

9,367 

 

 

 

331,695 

 

 

 

２ 学校の組織力と支援の強化 

事 業 内 容 （◎新規事業 ○拡充事業） 
決 算 額 

（単位：千円） 

① ◎令和の時代における『学校の業務と活動』 

  教員が真に必要な教育活動に力を注ぎ、質の高い教育を提供できる環境を実現

するため、「これまでの当たり前」の見つめ直しと役職や職種に応じた業務の標

準化を柱に、「学校の業務と活動」を令和の時代にふさわしいものへと創り直す

取組に着手した。 

② ○学校支援とガバナンスの強化 

  教育行政が抱える諸課題について、専門的知見を踏まえて施策を進めるため、

教育監理役との意見交換を行った。また、学校園に対する支援を充実させるため、

学校運営について指導・助言を行う地区統括官や、法的な助言を行う学校法務専

門官の配置を拡充した。 

③ ◎管理職支援アドバイザーの配置 

  管理職の育成及び負担軽減をはかるため、教頭業務の指導やサポートを行うア

ドバイザー（再任用元校長）を配置した。 

④ スクール・サポート・スタッフの配置 

  教員の負担軽減のため、学校現場において業務補助を行うスクール・サポー

ト・スタッフを引き続き配置した。 

⑤ ○中学校部活動における外部人材の活用 

顧問教員の多忙化解消と持続可能な部活動運営をはかるため、教員に替わって

部活動の運営及び指導を行う外部顧問、及び顧問教員と協働で技術指導等を行う

ことができる外部支援員を配置した。 

・令和２年度：外部顧問 90 人  外部支援員 183 人 

・令和３年度：外部顧問 174 人 外部支援員 103 人 

― 

 

 

 

 

29,088 

 

 

 

 

― 

 

 

192,689 

 

 

65,480 
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⑥ ○コミュニティ・スクールの推進 

  保護者や地域住民等の学校運営への参画や、学校との協働による教育活動を推

進することにより、学校運営の改善・向上や児童生徒の健全育成につなげるため、

小中学校において学校運営協議会の設置を進めた。 

また、開かれた学校づくりを進めるため、「学校づくりの指針」策定に向けた

有識者会議を開催した。 

・令和２年度：小学校 21、中学校 17、幼稚園・高等学校・特別支援学校各１ 

・令和３年度：小学校 26、中学校 24、幼稚園・高等学校・特別支援学校各１ 

⑦ ○教育人材センターの運営 

学校園が必要とする地域人材・外部人材を登録・紹介するとともに、多様化す

る学校園のニーズに対応するため、学校園ボランティアの人材確保を進めコーデ

ィネート機能の拡充をはかった。 

 

6,418 

 

 

 

 

 

 

 

4,426 

 

 

 

３ いじめ・不登校対策の充実 

事 業 内 容 （◎新規事業 ○拡充事業） 
決 算 額 

（単位：千円） 

① ○スクールカウンセラーの配置 

児童生徒や保護者の心のケアをはかり、いじめや不登校のない安心な学校づく

りを進めるため、児童生徒や学校の実情に応じた柔軟な教育相談および支援を行

うスクールカウンセラーの配置を拡充した。 

・令和２年度：月４回配置:小学校 105 校、全中学校・高等学校等 

月２回配置:小学校 58校、全特別支援学校 

・令和３年度：月４回配置:小学校 136 校、全中学校・高等学校等 

       月２回配置:小学校 27 校、全特別支援学校 

② ○スクールソーシャルワーカーの配置 

子供の健全な成長を阻害する環境の改善を支援するとともに、いじめや不登校

等の早期発見・早期対応を進めるため、家庭・学校・地域および関係機関の支援

ネットワークを構築する福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーの配

置を拡充した。 

・令和２年度：各区に１名（北区・垂水区・西区は各２名）計 12名 

・令和３年度：中央区・長田区・須磨区を各２名に拡充、 

事務局に２名を新規配置         計 17 名 

③ ◎ＡＩを活用したスクリーニング 

スクリーニングの手法及びＡＩ診断を活用し、生活困窮・不登校・児童虐待・

家族介護など支援を必要とする児童生徒の状況把握及び支援の方向性を検討し

支援する取り組みを試行的に行った。 

・小中学校 18 校で実施 

④ ◎弁護士による教育相談会の実施 

  児童生徒・保護者が、いじめ・体罰・不登校など学校における悩みごとについ

て、弁護士に直接相談し、助言を受けることができる相談会を年３回（７月、12

月、２月）実施した。 

345,595 

 

 

 

 

 

 

 

82,779 

 

 

 

 

 

 

 

5,988 

 

 

 

 

779 
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⑤ 学校生活における悩み相談 

いじめ・体罰・児童虐待等に関し児童生徒・保護者等からの相談に対応するた

め、休日を含め 24 時間対応可能なフリーダイヤルの電話相談を実施した。 
また、兵庫県教育委員会で実施しているＳＮＳを活用した相談窓口について、

児童生徒および保護者に周知するとともに、県教委と連携して対応した。 
⑥ ネットいじめ・ネット依存等防止 

ネットによるいじめやトラブル、ネット依存を防止し、適正なネット利用につ

なげるため、専門家による出前授業を実施するとともに、緊急対応や不適切な書

き込みへの対応などを行うため、専門業者による学校ネットパトロールを実施し

た。 

⑦ 不登校等の児童生徒に対する支援 

不登校等の児童生徒に対する学習機会の確保等を図るため、児童生徒等の状況

に応じて、オンライン授業やオンラインによる個別面談を実施した。 
また、児童生徒や保護者の支援のため、臨床心理士による教育相談を行ったほ

か、くすのき教室（教育支援センター）において小学生の受入れを拡大した。さ

らに、フリースクールなどの関係機関との連携の窓口となり、連絡調整および連

携事業の企画・実施等を行うコーディネーターを配置した。 
 

5,286 

 

 

 

 

3,303 

 

 

 

 

18,255 

 

４ 個々の児童生徒に応じたきめ細かな教育・支援の充実 

事 業 内 容 （◎新規事業 ○拡充事業） 
決 算 額 

（単位：千円） 

① ○自校通級指導教室の整備 

通級による指導を必要とする児童生徒の増加に対応するとともに、児童生徒が

自らの通う学校で指導を受けられる体制を整えるため、拠点校通級指導教室（市

内 14 か所）に加え、新たに 10 校において自校通級指導教室を整備した。 

・令和２年度：５校 

・令和３年度：15 校 

② ○看護師添乗による通学支援 

医療的ケアが理由でスクールバスに乗車できない児童生徒を対象として、看護

師添乗による通学支援を試行実施した。 

・実施頻度：月２回（下校時） 

③ ○学校園における医療的ケア支援の充実 

医療的ケアが必要な児童生徒等を支援し、保護者負担の軽減をはかるとともに

児童生徒等の社会的自立につなげていくため、特別支援学校に看護師を配置する

とともに、幼稚園、小中学校及び高等学校においては訪問看護ステーションから

看護師を派遣した。 

④ ◎ＩＣＴを活用した日本語学習機会の充実 

日本語指導が必要な児童生徒に対し、１人１台の端末を活用した双方向型オン

ライン学習を実施した。また、新たに初期日本語学習用動画教材を作成した。 

 
 

2,794 

 

 

 

 

 

3,274 

 

 

 

78,062 

 

 

 

 

5,140 
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⑤ 外国人児童生徒等に対する日本語指導 

「こども日本語サポートひろば」において、一元的窓口として、外国人児童生

徒等の転入時における日本語能力の測定や指導計画の作成支援を行うとともに、

児童生徒の生活適応や学習支援等のため、母語のわかる支援員や日本語指導支援

員を学校園へ派遣し、児童生徒が円滑な学校生活を送れるよう支援した。 

72,573 

 

 

 

  

 

５ 学びを支える環境の整備 

事 業 内 容 （◎新規事業 ○拡充事業） 
決 算 額 

（単位：千円） 

≪学校給食の充実≫ 

① ◎中学校給食の充実 

  温かい給食による全員喫食制への移行に向け、令和３年９月に実施方式や給食

内容などを示した「中学校給食の全員喫食制への移行に向けた基本方針」を策定

した。また、全員喫食制への移行までの間、保温食缶による温かい主菜の提供に

取り組んだ。 

② 中学校給食費の半額助成 

  保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援の充実をはかるため、全世帯の学校

給食費の負担を半額とした。（所得制限なし） 

  ・中学校給食費：年額 約 57,000 円 → 約 28,500 円 

③ ○小学校給食調理等業務委託 

民間活力の導入により小学校給食を安定的かつ効率的に提供するため、新たに

６校の自校調理校において調理等業務の民間委託を実施した。 

  ・令和２年度：19校 

  ・令和３年度：25校 

 

≪学校教育環境の充実・改善等≫ 

① ◎農村地域の小規模校の特色化 

山田小学校で地域資源を活かした特色ある教育を推進するとともに、近隣小学

校区からの希望選択制を導入した。また、八多小・中学校では、令和５年４月の

義務教育学校への移行に向けて、特色ある教育課程や効果的な指導体制について

検討を進めた。 
② ◎高等学校における産業教育設備の充実 

地域の産業を支える職業人材育成の充実をはかるため、市立高等学校におい

て、最先端のデジタル化に対応した産業教育のための設備を整備した。 

③ ◎学校園施設管理業務の民間委託 

  学校園施設の安全性の確保および教職員等の負担軽減を図るため、学校園の小

修繕・設備保守管理業務等について、民間事業者のノウハウを活用し、包括管理

業務委託を開始した。 

④ ◎学校園における照明のＬＥＤ化・手洗場の自動水栓化 

  ＥＳＣＯ事業を活用し、学校園における教室・廊下等の照明器具のＬＥＤ化、

および屋内手洗場の自動水栓化を行った。 
  ・令和３・４年度 ：照明器具・自動水栓器具の設置（全学校園） 

 

7,574 

 

 

 

 

287,929 

 

 

 

710,085 

 

 

 

 

 

 

4,369 

 

 

 

 

365,179 

 

 

23,356 

 

 

 

― 
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⑤ ○学校施設の異常高温対策 

  近年の夏の猛暑を受けた熱中症対策として、小学校の体育館と給食室に空調設

備を整備した。 
  ・小学校体育館への部分空調新設：40 校 

・小学校給食室への空調新設：34校 

⑥ ○学校園のトイレ改修 

  トイレの環境改善をはかるため、洋式化改修等を行った。 
  ・令和３年度：小学校 21 校、中学校７校、高等学校３校、特別支援学校１校

（全学校園にて洋式化完了） 
⑦ ◎駒ヶ林中学校プール整備 

教育環境向上のため、学校敷地西側隣接地に

プールを整備した。 

  ・供用開始： 

令和４年度（竣工：令和４年３月） 

 

⑧ 工業高等専門学校の施設保全改修・実験実習設備の導入 

トイレ改修や施設設備の更新などを順次実施するとともに、産業界のニーズに

応える優秀なエンジニアを育成するため、時代にあった高度な実験実習設備を導

入した。 

⑨ 〇神戸市教育情報基盤サービス（ＫＩＩＦ）の運用 

  学校園等の教職員が使用するパソコン、ネットワーク、ソフトウェア等の再構

築とあわせて、保護者との連絡ツールや自動採点ソフトウェアなどを導入し、保

護者・教職員の利便性向上をはかった。 

 

≪学校の過密化・老朽化対策等≫ 

① ○垂水小学校校舎増改築 

  教育環境の改善と今後の児童数の増加に対応

するため、校舎の増改築等に着手した。 

  ・令和３年度： 

埋蔵文化財調査、西校舎建設工事着手 

（校舎竣工予定：令和７年３月） 

② ○高羽小学校校舎増築 

  過密化への対応と教育環境の改善をはかるため、校舎の増築等を行った。 

  ・供用開始 ：令和４年度（校舎竣工：令和４年３月） 

③ ○こうべ小学校校舎増築 

教育環境の改善と今後の児童数の増加に対応するため、校舎の増築に向けた設

計等を行った。 

・令和３年度：校舎増築の実施設計等（校舎竣工予定：令和６年８月） 

④ ○春日野小学校校舎増改築 

  市内で最も古く老朽化した春日野小学校について、教育環境の改善をはかるた

め、校舎の増改築に向けた設計等を行った。 

  ・令和３年度：実施設計、公園改修工事着手 
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⑤ ○ありの台小学校施設整備 

  有野台小学校・有野東小学校を統合し、平成 31 年４月に旧・有野台小学校跡

地において「ありの台小学校」を開校した。「ありの台小学校」校舎として供用

する旧・有野東小学校校舎の改修を行った。 

  ・竣工：令和４年３月 

⑥ ○多聞の丘小学校施設整備 

  多聞南小学校・本多聞小学校を統合し、令和３年４月に旧・本多聞小学校跡地

において「多聞の丘小学校」を開校した。「多聞の丘小学校」校舎として供用す

る予定の旧・多聞南小学校校舎の改修工事に着手した。 

・竣工予定：令和５年１月 

⑦ ○学級増対策 

  児童数の増加に伴う教室不足等に対応し、教育環境の確保をはかるため、暫定

校舎を整備した。 

  ・令和３年度完成：本山第一小、妙法寺小 

・令和３年度整備着手：湊小 

⑧ ○学校園の大規模改修 

  学校園の老朽化対策を行い、安全・安心な教育環境を確保するため、大規模改

修工事を行った。 

  ・令和３年度：小学校 14 校、中学校２校 

⑨ 義務教育学校港島学園の校舎整備 

小中一貫教育の施設環境を充実するため、施設一体型整備に向けた設計等を行

った。 

・令和３年度：基本設計、実施設計着手 
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